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リスクの総点検整理表（例） 別紙１

種類 個別名称 場所
量

（ｍ３）
放射性物質濃度[Bq/L]

通常or降雨
時の存在

現状流出の
有無

想定される流
入元

流出の発生要因 流出経路（複数可）
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
実績の
有無

モニタリング
対象・箇所

頻度 公表 対策内容
運用済／
工事中

必要性 内容

1-4号海側

２号機海水配管トレ
ンチ（高濃度）

２号機タービン建屋
海側

約2000m3
（2/28時点）

【立坑Ｃ】
Cs134：1.0E8（H27.2.5）
Cs137：3.5E8（H27.2.5）
全β　：2.2E8（H27.2.5）
H 3　　：1.9E6（H27.2.5）

通常時水有 不明
・建屋滞留水
との連通

・津波による建屋滞留水増
加により溢水
・トレンチ壁の劣化等により
地中に漏出

・トレンチ→地表→海（港
湾内）
・トレンチ→地中→海（港
湾内）

有

①トレンチ内たまり水
②タービン建屋東側地
下水
③港湾内海水

①不定期（適
宜）

②週１回
③週１回

実施

(a)汚染水の除去
(b)コンクリート充填
(ｃ)海側遮水壁の設置
(d)水ガラスによる地盤
改良

(a)～(ｃ)工事中
(d)実施済

対策
実施中

・対策実施結果を踏まえ検証

1-4号山側

建屋未接続トレン
チ等

5/6号他トレンチ

放水路

１号放水路
１～４号タービン建
屋海側

約3800m3
(2/26時点）

【立坑水上流側】
Cs134：1.8E4（H27.3.9）
Cs137：6.3E4（H27.3.9）
全β　：7.0E4（H27.3.9）
H 3　　：3.9E2（H27.3.9）

通常時水有 不明
・雨水浸入
・地下水流入

・放水路壁劣化・損傷により
地中に漏出

・放水路→地中→海（港
湾内）

有
①放水路内たまり水
②港湾内海水

①週２回
（10^4Bq/Lに
低下するま

で）
②週１回

実施

(a)たまり水の浄化：吸
着材の設置（暫定対
策）
(b)放水口へのゼオラ
イト土嚢設置

(a)設置済
(b)工事中

有
・更なる放射性物質の低減
（浄化、たまり水の除去等）が
必要

逆染弁ピット

排気筒ドレンサン
プピット

その他

汚染水貯留タンク

１～４号機汚染水貯
留タンク

３５ｍ盤タンクエリア
約60万

m3
（H27.2.19時点）

【RO濃縮水（18万m3（H27.3.5））】
Cs134：1.3E3（H26.12.9）
Cs137：4.9E3（H26.12.9）
Co60：4.4E2（H26.12.9）
Sb125：5.2E3（H26.12.9）
H3：5.0E5（H26.12.9）
全β：2.1E7（H26.12.9）

通常時水有 無
・建屋地下の
汚染水

・タンクからの漏えい
・タンク→堰内→地表→
排水路等→海

有
①タンク水位
②パトロール監視
③排水路

①常時
②毎日
③毎日

①②
未実施

③
実施

(a)堰のかさ上げ・二重
化
(b)溶接タンクへのリプ
レース　等

(a)既設タンク
実施済（新規
設置分は随時

実施）
(b)順次工事中

有
・放射性物質の低減（浄化）、
最終的な取扱い方法の策定
が必要

ウェルポイント汲
み上げ水タンク

仮置きタンク

建屋 建屋滞留水

1～4号機建屋滞留
水

１～４号機建屋内
約62500m3

（H27.2.19時点）

【2号機タービン建屋】
Cs134：4.7E6（H26.11.11）
Cs137：1.6E7（H26.11.11）
全β：5.2E7（H26.11.11）

通常時水有 無
・炉心冷却
水、雨水、地
下水等

・建屋水位と地下水位の逆
転

・建屋→地中→海 有
①建屋水位
②タービン建屋東側地
下水

①常時
②週１回

実施
(a)地下水ＢＰ
(b)ＳＤ
(ｃ)陸側遮水壁の設置

(a)実施中
(b)関係者に説

明中
(ｃ)工事中

有
・放射性物質の低減（浄化、
除去等）が必要

屋外設備
（震災前の現有
設備を含む）

屋内設備

１～４号機ＳＦＰ

１号機原子炉建屋
２号機原子炉建屋
３号機原子炉建屋
４号機原子炉建屋

（１号機）1000t
（２号機）1200t
（３号機）1400t
（４号機）1400t

（１号機）Cs134：3.4E6、Cs137：
1.4E7（H27.1.16）
（２号機）Cs134：4.6E4、Cs137：
2.6E5（H27.1.15）
（３号機）Cs134：2.4E5、Cs137：
8.1E5（H27.1.14）
（４号機）Cs134：1.0E3、Cs137：
6.7E3（H27.1.14）

通常時水有 無 無 ・損傷等による系統外漏えい

・SFP→原子炉建屋滞留
水に合流又は建屋外部
へ漏出→地表→排水路
→海

有
①スキマサージタンク
水位
②ＳＦＰ水質

①常時
②3ヶ月毎

①実施
②調査中

(a)腐食防止剤の投入
(b)塩分除去

実施済 有
・水質の継続監視およびプー
ル内燃料取り出し後の最終的
な取扱い方法の検討が必要

建屋屋根

２号機大物搬入口屋
上

２号機大物搬入口屋
上

降雨状況による

Cs134：6.4E3
Cs137：2.3E4
全β：5.2E4
H3：6.0E2（H27.2.19）

降雨時のみ 降雨時流出 ・雨水 ・降雨時に雨樋より流出
・屋上→雨樋→地表→Ｋ
排水路→海

有 ・屋上たまり水
不定期

（降雨時に調
査実施）

実施

(a)屋上部排水溝にゼ
オライト土嚢を設置
(b)屋上部にブルー
シートを設置
(ｃ)汚染源（ルーフブ
ロック、敷砂）の撤去

(a)(b)実施済
(ｃ)実施中

実施中 ・対策実施結果を踏まえ検証

防油堤

タンク堰

他

建屋上部

未復旧ＳＤピット

地面
海側４ｍ盤海水ポン
プ廻りガレキ

１～４号機海側４ｍ
盤エリア

降雨状況による 不明 降雨時のみ 降雨時流出 ・雨水 ・降雨
・エリア→地表→海
・エリア→地中→海

有 ・港湾内海水 週１回 実施 ・ガレキの撤去 ・工事中 実施中 ・対策実施結果を踏まえ検証

排水路 排水路

Ｋ排水路 １～４号機建屋周り 降雨状況による

【排水口】（H26.2.18）
Cs134：3.0E1
Cs137：1.0E2
全β：3.6E2
H3：2.8E2

通常時水有 有 ・雨水 ・降雨 ・排水路→海 有 ・排水路各箇所
不定期
（降雨時に調
査実施）

実施

①清掃の実施
②ゼオライト土嚢・モー
ル状吸着材の設置
③排水路港湾内付け
替え

・工事中 実施中
・排水路の汚染源を取り除く
対策の結果を踏まえ検証

撤去タンク

各種廃棄物置き
場 瓦礫類一時保管エリ

ア（容器収納）
敷地北側，事務本館
東側

降雨状況による 容器表面線量：≦10mSv/h 降雨時のみ
容器損傷に
より流出の
リスク有り

・雨水 ・降雨
・エリア→表層→排水路
等→海
・エリア→地中→海

無 － － － 金属製容器に収納 運用済 有
・降雨による影響を確認する
為、周辺地下水等の追加のモ
ニタリングの検討が必要

伐採木置き場

水処理２次廃棄
物保管場所

※本紙は記載例であり、ここに記載している内容を含め、確認作業を実施している

廃棄物置き
場

雨水の汚
染源となる
リスク

排水路の汚
染源

ガレキ

タンク・槽類

ピット類

［１］リスクの存在箇所の洗い出し

たまり水

設備内保有
水

トレンチ類

カテゴリ
備考

［２］リスクの分析
【追加対策の必要性確認】

(2)リスクシナリオ(1)水の状況
［３］モニタリング状況の整理 ［４］対策状況の整理

【記載例】

【記載例】

【記載例】

【記載例】

【記載例】

【記載例】

【記載例】

【記載例】

【記載例】
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